
従
来
の
東
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
究
で
は
、
男
性
／
女
性
の
問
題
は
、

二
元
論
的
シ
ン
ポ
リ
ズ
ム
ー
対
立
項
Ｉ
Ｉ
Ｌ
」
結
び
つ
け
て
展
開

さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
女
性
自
体
を
扱
っ
た
論

文
は
極
め
て
少
な
い
が
、
例
え
ば
ル
ネ
・
ヴ
ァ
レ
リ
や
鍵
谷
明
子
の

仕
事
［
ぐ
巴
昌
ご
弓
．
鍵
谷
ご
忠
］
が
あ
る
。
ヴ
ァ
レ
リ
の
論
文

は
男
／
女
の
分
業
、
儀
礼
上
の
役
割
の
差
異
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
て

（
１
）

お
り
、
貴
重
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
当
地
域
で
重
要
な
社
会
単
位
で

（
ワ
こ

あ
る
イ
エ
と
男
性
／
女
性
の
関
係
、
及
び
そ
れ
に
関
連
し
て
、
「
出

自
」
と
い
う
用
語
が
、
東
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
社
会
組
織
を
記
述
す
る

の
に
適
当
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
簡
単
な
ス
ケ
ッ
チ
を

行
な
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

チ
モ
ー
ル
島
中
部
に
居
住
す
る
、
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ァ
語
族
に
分

類
さ
れ
る
テ
ー
‐
ト
ゥ
ム
（
弓
の
言
日
）
族
（
言
語
集
団
）
は
、
東
部
・

北
部
・
南
部
の
三
地
域
に
区
分
さ
れ
、
東
部
テ
ー
ト
ゥ
ム
は
「
父
系
」

［
霞
禺
巴
君
穿
謁
］
、
北
部
・
南
部
テ
ー
ト
ゥ
ム
は
「
母
系
」

弓
風
の
号
の
品
ご
畠
筐
ｇ
］
と
報
告
さ
れ
て
き
た
。

〔
論
説
〕イ

エ
・
出
自
・
女
性

ｌ
東
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
チ
モ
ー
ル
島
テ
ー
ト
ゥ
ム
族
の
実
例
か
ら
Ｉ

問
題
は
、
「
父
系
」
、
「
母
系
」
と
表
現
さ
れ
た
と
き
、
研
究
者

が
当
該
社
会
に
つ
い
て
共
通
の
理
解
を
得
ら
れ
る
か
否
か
で
あ
る
。

社
会
人
類
学
の
学
説
上
で
も
「
出
自
」
は
多
く
の
論
争
を
生
ん
で
き

た
。
最
近
清
水
昭
俊
は
「
出
自
」
概
念
の
整
理
・
検
討
を
行
な
っ
て

い
る
［
清
水
乞
誤
］
・
本
稿
で
そ
れ
ら
に
理
論
的
考
察
を
加
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
考
え
る
素
材
の
一
つ
を
提
供
し
た
い
・

先
の
南
部
テ
ー
ト
ゥ
ム
の
「
母
系
出
自
」
に
つ
い
て
、
ノ
ル
ト
ホ

、
、

ル
ト
は
そ
れ
が
母
方
居
住
の
累
積
し
た
結
果
だ
と
み
な
し
て
い
る

［
ｚ
９
号
○
序
岳
ご
邑
望
ｌ
屋
巴
・
彼
は
さ
ら
に
、
北
部
テ
ー
ト
ゥ

ム
を
調
査
し
た
フ
ラ
ン
シ
ロ
ン
（
句
３
国
ｏ
筐
○
目
）
の
私
信
を
紹
介
し

て
い
る
。
「
こ
の
非
単
系
シ
ス
テ
ム
は
、
実
は
男
性
が
妻
を
彼
の
実

家
に
連
れ
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
父
親
と
し
て
の
権
利
を
買
う
こ

と
が
で
き
る
可
能
性
が
常
に
開
か
れ
て
い
る
母
系
で
あ
る
」
一
［
ｚ
ｏ
吋
早

言
諄
乞
三
豊
筐
ｌ
雷
巴
・
つ
ま
り
、
男
性
は
あ
る
支
払
い
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
イ
エ
に
妻
を
居
住
さ
せ
、
子
供
を
自
己
の
も

の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

遠
藤

史
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ノ
ル
ト
ホ
ル
ト
と
同
様
の
指
摘
は
他
の
地
域
で
も
行
な
わ
れ
て
い

る
。
「
（
中
央
ブ
ラ
ジ
ル
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
）
母
系
制
は
妻
方
居
住

の
累
積
に
基
づ
く
誤
解
で
あ
り
、
妻
方
居
住
は
基
本
的
な
の
で
あ
る

が
、
『
出
自
』
の
概
念
は
中
央
ブ
ラ
ジ
ル
の
変
差
の
理
解
あ
る
い
は

記
述
に
は
役
立
た
な
い
」
［
巨
星
宮
門
苧
唐
三
の
こ
ろ
”
四
三
’

四
つ
、
］
。

実
は
、
「
父
系
」
の
東
部
テ
ー
ト
ゥ
ム
で
も
事
情
は
北
部
・
南
部

テ
ー
ト
ゥ
ム
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ヒ
ッ
ク
ス
に
よ
れ

ば
、
父
系
・
父
方
居
住
に
な
る
か
、
母
系
・
母
系
居
住
に
な
る
か
の

転
回
点
（
豆
ぐ
○
こ
は
婚
資
の
有
無
に
あ
る
と
さ
れ
る
［
霞
呉
の
」
君
寺

認
］
。
婚
姻
に
は
次
の
二
種
類
が
あ
る
・

仙
八
琴
呉
呈
Ｖ
型
１
１
婚
資
を
支
払
い
、
父
系
出
自
、
父
方
居
住

に
な
る
。
夫
方
親
族
と
妻
方
親
族
の
間
に
姻
戚
関
係
が
結
ば
れ
る
。

②
八
言
言
員
Ｖ
型
１
１
婚
資
を
支
払
わ
な
い
。
母
系
出
自
、
母
方

居
住
に
な
る
。
こ
の
型
の
婚
姻
は
し
ば
し
ば
観
察
さ
れ
る
が
例
外
的

と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
夫
方
親
族
と
妻
方
親
族
の
間
に
は
姻
戚
関
係

が
結
ば
れ
な
い
［
津
○
房
］
雪
守
田
］
。

こ
の
よ
う
に
、
婚
資
の
有
無
と
居
住
が
関
連
す
る
社
会
は
東
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
は
少
な
く
な
い
。
セ
ラ
ム
島
で
調
査
を
行
な
っ
た
ヴ
ァ

レ
リ
オ
・
ヴ
ァ
レ
リ
は
こ
の
状
況
を
「
出
自
は
婚
姻
給
付
に
従
属
す

る
」
［
く
巴
の
風
こ
ぎ
篁
認
ｌ
あ
ら
－
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

点
か
ら
み
る
と
、
「
出
自
」
と
い
う
概
念
が
東
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会

の
記
述
・
分
析
に
適
当
な
の
か
否
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う

に
思
え
る
。
ヒ
ッ
ク
ス
自
身
も
、
「
出
自
」
は
重
要
で
は
あ
る
が
、

テ
ー
ト
ゥ
ム
社
会
を
「
父
系
」
や
「
母
系
」
と
い
う
こ
と
は
誤
解
を

招
く
、
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
［
霞
○
房
ご
誤
》
ご
認
皿
誤
ｌ
‐

雷
］
・
以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
よ
り
詳
細
に
事
例
を
め
て

み
よ
う
。

ヒ
ッ
ク
ス
が
調
査
（
一
九
六
六
’
六
七
年
）
を
行
な
っ
た
の
は
、

チ
モ
ー
ル
島
中
部
カ
ラ
ウ
バ
ロ
合
胃
凹
弓
巴
○
）
王
国
内
の
三
四
日
早

』
農
村
で
あ
る
。
当
村
は
主
と
し
て
貴
族
か
ら
な
り
、
三
二
の
ハ
ム

レ
ッ
ト
（
小
村
）
に
分
割
さ
れ
る
。
貴
族
と
平
民
は
相
互
の
通
婚
が

不
可
と
さ
れ
る
。
各
ハ
ム
レ
ッ
ト
に
は
一
’
一
二
の
イ
エ
言
３
Ｑ
）
力

、
、
、
画
一

存
在
す
る
［
霞
○
房
乞
認
恥
霊
］
。
ま
た
、
「
父
系
」
ク
ラ
ン
が
存

在
し
最
大
の
外
婚
単
位
で
あ
る
が
、
実
際
は
リ
ネ
ー
ジ
が
外
婚
単
位

と
な
る
。
出
自
集
団
で
は
な
い
が
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
が
外
婚
を
維
持
し

て
い
る
最
大
の
集
団
と
な
る
［
題
呉
隆
君
寺
霞
］
。

し
か
し
、
こ
の
「
父
系
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
い

さ
さ
か
注
釈
を
必
要
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
女
性
は
誕
生
と
い
う
事

実
に
よ
っ
て
自
動
的
に
父
親
の
ク
ラ
ン
に
帰
属
す
る
が
、
男
性
は
単

に
潜
在
的
な
成
員
権
を
得
る
の
み
で
あ
る
。
正
式
な
成
員
権
は
そ
の

男
性
が
婚
姻
を
行
う
と
き
に
認
め
ら
れ
た
り
、
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

り
す
る
。
男
性
が
帰
属
を
認
め
ら
れ
る
資
格
の
あ
る
の
は
、
父
親
の

ク
ラ
ン
の
み
で
あ
る
。
あ
る
男
性
が
結
婚
を
希
望
す
る
と
、
彼
が
成
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人
し
て
か
ら
の
記
録
が
調
査
さ
れ
る
１
１
潜
在
的
男
系
成
員
と
し
て

行
動
し
た
か
、
特
殊
な
儀
礼
の
遂
行
の
仕
方
を
知
っ
て
い
る
か
、
年

長
者
を
尊
敬
し
て
い
る
か
、
起
源
神
話
を
暗
唱
で
き
る
か
。
以
上
を

総
合
し
て
判
定
が
下
さ
れ
、
リ
ネ
ー
ジ
か
ら
婚
資
が
支
払
わ
れ
る
と
、

そ
の
男
性
は
父
親
の
ク
ラ
ン
ヘ
の
加
入
が
正
式
に
認
め
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
テ
ー
ト
ゥ
ム
社
会
で
は
、
ク
ラ
ン
に
所
属
し
な
い
人
間
は

「
ヒ
ト
」
で
は
な
い
。
何
の
権
利
・
義
務
も
持
た
ず
、
社
会
的
に
は

存
在
し
な
い
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
婚
資
を
集
め
る
こ
と
に
失

敗
し
た
と
き
は
、
と
る
べ
き
道
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
結
婚
を
延
期

し
、
そ
の
間
に
自
ら
の
行
動
を
改
め
て
、
ク
ラ
ン
の
成
員
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
と
認
め
さ
せ
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
八
言
言
ご
▽
型
の
婚

姻
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
そ
の
男
性
に
は
「
親
族
」
は

い
な
い
こ
と
に
な
り
、
極
め
て
弱
い
立
場
と
な
る
［
窪
呂
巴
雪
辱

＄
ｌ
宝
］
。
つ
ま
り
、
父
方
ク
ラ
ン
に
も
妻
方
ク
ラ
ン
に
も
帰
属
で
き

ず
、
前
述
し
た
よ
う
に
社
会
的
に
は
存
在
し
な
く
な
る
わ
け
で
あ
る
。

次
に
イ
エ
を
め
ぐ
る
観
念
を
見
て
み
よ
う
。
家
屋
に
は
前
と
後
に

そ
れ
ぞ
れ
戸
口
が
あ
り
、
前
は
「
男
の
戸
口
」
、
後
は
「
女
の
戸
口
」

と
さ
れ
る
。
前
者
は
成
人
男
子
及
び
思
春
期
に
達
し
た
少
年
の
み
が

利
用
で
き
る
。
後
者
は
女
性
と
乳
幼
児
が
利
用
す
る
。
家
屋
内
の
大

部
屋
は
屡
ミ
ロ
き
き
ョ
〃
イ
エ
の
子
宮
“
と
呼
ば
れ
、
日
常
生
活
だ
け

で
な
く
儀
礼
の
際
も
重
要
な
場
と
さ
れ
る
［
霞
呉
巴
雪
雲
臼
］
。

イ
エ
は
女
性
、
宇
宙
、
水
牛
を
象
徴
し
［
函
ざ
百
毛
置
亜
麓
］
｜
、
祖

霊
と
人
間
を
結
び
つ
け
る
場
で
あ
る
［
窪
○
百
毛
認
ふ
巴
。
夫
は

外
部
の
共
同
体
に
対
し
イ
ェ
を
代
表
し
、
一
方
妻
は
イ
エ
の
「
聖
な

る
頭
」
で
あ
り
、
夫
の
祖
先
で
あ
る
祖
霊
に
供
犠
を
行
う
存
在
で
あ

る
。
妻
は
祖
霊
と
同
様
に
「
異
人
」
な
の
で
あ
る
［
醒
昊
巴
歸
蒔

曽
］
。
す
る
と
、
イ
エ
に
は
同
時
に
男
性
原
理
と
女
性
原
理
が
包
摂

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
両
者
の
関
係
は
い
か
な
る
も
の
な
の

だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に
は
テ
ー
ト
ゥ
ム
の
世
界
観
を
理
解
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
３
）

テ
ー
ト
ゥ
ム
で
は
ヒ
ト
と
祖
霊
、
男
と
女
の
対
立
が
顕
著
で
あ
る

［
題
○
房
乞
潭
篁
巴
。
．
「
俗
な
る
世
界
」
（
こ
の
世
）
は
人
間
の

居
住
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
男
性
が
主
と
な
る
。
「
聖
な
る
世
界
」

（
あ
の
世
）
に
は
男
性
・
女
性
の
祖
霊
が
共
に
住
ん
で
は
い
る
が
、

女
性
の
祖
霊
が
優
勢
で
あ
る
［
津
具
、
岳
潭
忌
巳
。
つ
ま
り
、
男

性
は
「
俗
な
る
世
界
」
、
女
性
は
「
聖
な
る
世
界
」
と
結
び
つ
く
。

し
か
し
、
こ
の
結
び
つ
き
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
相
対
的
で
あ

る
。
日
常
生
活
（
俗
）
で
は
女
性
も
男
性
と
同
様
、
俗
で
あ
る
。
但

し
、
男
性
は
ど
の
場
面
に
お
い
て
も
俗
で
あ
る
が
、
女
性
は
「
聖
な

る
儀
礼
」
に
お
い
て
、
宇
宙
の
聖
な
る
も
の
と
結
び
つ
く
。
日
常
の

場
で
は
ヒ
ト
は
祖
霊
よ
り
優
位
に
た
ち
、
聖
な
る
儀
礼
や
神
話
で
は

祖
霊
が
ヒ
ト
よ
り
優
位
に
た
つ
の
で
あ
る
［
顕
禺
巴
君
寺
巴
］
・

イ
ェ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
成
員
は
全
て
「
聖
な
る
水
差
し
」
を
所

有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
各
イ
エ
に
は
「
聖
な
る
Ⅲ
」
と
「
祖
霊
の
袋
」
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が
一
つ
ず
つ
保
有
さ
れ
て
い
る
。
後
者
は
家
長
が
編
む
も
の
で
、
祖

霊
の
宿
る
場
と
さ
れ
る
。
妻
（
夫
方
居
住
を
す
る
場
合
）
は
袋
を
持
っ

て
こ
な
い
た
め
、
彼
女
の
祖
霊
は
夫
の
イ
エ
と
は
接
触
し
な
い
の
で

あ
る
。
末
子
（
男
性
）
が
父
親
の
袋
を
受
け
継
ぎ
イ
エ
を
継
承
す
る

［
津
呂
巴
雪
守
田
Ｉ
窪
］
。

何
故
末
子
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
イ

ェ
が
「
女
性
」
を
象
徴
し
て
お
り
、
兄
弟
の
中
で
「
女
性
」
と
密
接

に
関
連
を
持
つ
の
は
末
子
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

［
串
陣
○
斤
の
」
の
司
の
恥
の
、
］
ｏ

こ
の
点
を
さ
ら
に
追
求
し
て
み
よ
う
。
末
子
は
両
義
的
な
存
在
で
、

男
性
で
あ
り
な
が
ら
「
女
性
」
、
「
女
性
司
祭
」
、
そ
の
他
「
雨
乞

師
」
、
「
妖
術
師
」
な
ど
に
類
比
さ
れ
る
。
ま
た
、
年
長
シ
ブ
リ
ン

グ
は
男
／
女
に
よ
っ
て
名
称
が
区
別
さ
れ
て
い
る
が
、
末
子
は
男
女

と
も
Ｑ
言
と
い
う
単
一
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
る
［
題
。
言

ご
窪
二
ｓ
］
。
さ
ら
に
、
儀
礼
の
場
で
は
末
子
は
「
女
性
」
と
み
な

さ
れ
、
女
性
の
代
役
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る

［
国
旨
〆
切
ご
誤
”
④
巴
・

末
子
の
重
要
性
は
神
話
に
よ
っ
て
も
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
あ

（
４
）

る
神
話
の
冒
頭
で
あ
る
。
か
つ
て
あ
る
老
父
母
に
７
人
の
息
子
が
い

た
。
そ
の
う
ち
６
人
の
名
前
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
末
子
の
名
前

の
み
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
［
塵
。
富
岳
豊
《
踵
］
・

こ
こ
ま
で
末
子
の
重
要
性
を
強
調
し
て
き
た
が
、
末
子
の
み
が
全

て
を
相
続
・
継
承
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
末
子
は
「
聖
な
る
財
」

（
非
物
質
財
と
し
て
例
え
ば
あ
る
種
の
役
職
へ
の
権
利
、
物
質
財
と

し
て
家
屋
）
を
継
承
し
、
年
長
の
兄
弟
は
「
俗
な
る
財
一
（
非
物
資

財
と
し
て
あ
る
種
の
役
職
へ
の
権
利
な
ど
、
物
質
財
と
し
て
例
え

ば
豚
）
を
、
特
に
最
年
長
の
者
が
最
も
多
く
継
承
す
る
の
で
あ
る

［
宇
津
○
戸
ｍ
」
の
、
《
”
」
つ
つ
〕
ｏ

こ
こ
で
も
ま
た
末
子
ｌ
聖
の
連
関
が
強
調
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
、
「
母
系
」
の
北
部
・
南
部
テ
ー
ト
ゥ
ム
社
会
で
は

ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
南
部
テ
ー
ト
ゥ
ム
で
は

、
、
、
、

女
性
末
子
が
イ
エ
を
継
承
す
る
の
で
あ
る
［
震
昊
の
乙
霊
篁
言
］
。

こ
こ
に
、
「
父
系
」
の
東
部
テ
ー
ト
ゥ
ム
と
「
母
系
」
の
北
部
・
南

部
テ
ー
ト
ゥ
ム
を
統
一
的
に
理
解
す
る
鍵
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
末
子
と
い
う
両
義
的
存
在
を
媒
介
と
し
て
、
「
父
系
」
、

「
母
系
」
と
い
う
両
極
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
社
会
が
、
同
じ
「
論
理
」

（
末
子
Ｉ
聖
）
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
も
っ
と
も
筆
者
は
北
部
・
南
部
テ
ー
ト
ゥ
ム
の
資
料
を
細

か
く
検
討
し
て
い
な
い
の
で
、
今
の
段
階
で
は
あ
く
ま
で
も
推
論
に

す
ぎ
な
い
が
１
１
．

最
後
に
「
出
自
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
清
水
昭
俊
は
父
系

と
母
系
を
両
極
に
、
両
系
・
非
限
定
的
双
系
を
頂
点
と
し
た
「
出
自

形
式
の
三
角
形
」
を
用
い
て
出
自
形
式
の
近
遠
関
係
を
示
し
て
い
る

［
清
水
ご
駅
”
圏
］
。
そ
れ
に
従
え
ば
、
東
部
テ
ー
ト
ゥ
ム
は
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「
父
系
」
と
い
う
よ
り
も
「
準
父
系
的
複
系
」
（
呂
画
巴
‐
四
碧
画
言

四
ョ
巨
旨
①
巴
）
、
北
部
・
南
部
テ
ー
ト
ゥ
ム
は
「
母
系
」
と
い
う
よ

り
も
「
準
母
系
的
複
系
」
（
邑
四
巴
‐
具
の
同
旨
の
色
白
ず
旨
国
の
巴
）
に
相

当
す
る
だ
ろ
う
。

他
の
チ
モ
ー
ル
島
諸
族
に
お
い
て
も
、
父
方
、
母
方
の
ど
ち
ら
に

も
帰
属
し
得
る
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
例
え
ば
、

北
部
・
南
部
テ
ー
ト
ゥ
ム
に
隣
接
す
る
ア
ト
’
一
で
は
、
父
方
の
出
自

集
団
に
帰
属
す
る
者
は
「
男
性
」
、
「
男
の
イ
ェ
の
人
間
」
、
母
方

の
出
自
集
団
に
帰
属
す
る
者
は
「
女
性
」
、
「
女
の
イ
ェ
の
人
間
」

と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
冒
巨
ロ
日
長
冨
日
ご
雪
叩
己
・
’
こ
こ
で
は

母
方
帰
属
が
父
方
帰
属
に
擬
制
さ
れ
ず
、
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

チ
モ
ー
ル
島
諸
族
の
社
会
構
成
を
記
述
・
解
釈
す
る
た
め
に
は

「
出
自
の
文
化
的
媒
体
」
［
清
水
一
九
八
五
・
一
七
〕
に
よ
り
注
意

を
払
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
要
求
さ
れ
る
の
は
身

体
的
関
係
に
つ
い
て
の
民
俗
的
知
識
で
あ
る
が
、
東
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
調
査
報
告
は
そ
の
面
に
関
し
て
は
残
念
な
が
ら
未
だ
に
「
薄
い
」

と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

（
１
）
本
稿
は
、
比
較
家
族
史
研
究
会
第
八
回
研
究
大
会
（
一
九

八
五
年
十
月
九
日
、
東
京
都
立
大
学
）
に
お
い
て
「
東
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
家
と
女
性
」
と
題
し
て
報
告
し
た
中
か
ら
、
紙
幅
の
関
係
で
、

テ
ー
ト
ゥ
ム
族
の
事
例
の
み
を
取
り
出
し
て
、
加
筆
・
修
正
し
た
も

○
自
己
国
旨
”
す
四
日
』
○
・
国
．
雪
乞
雪
皿
罰
の
日
日
宮
口
の
ｇ
８
シ
８
日
ロ
の
印
‐

ｇ
ｇ
ｏ
３
巨
隠
ゞ
シ
具
言
○
℃
巳
○
四
○
巴
の
巨
閏
層
１
軍
色
亜
」
１
局
．

遠
藤
央
・
一
九
八
五
「
ハ
イ
ェ
Ｖ
概
念
の
可
能
性
１
１
東
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
事
例
を
手
が
か
り
と
し
て
」
『
社
会
人
類
学
年
報
』
第
十
二
巻
、
弘
文
堂
。

弓
凰
の
Ｑ
ウ
の
門
四
○
．
、
垂
包
の
恥

弓
ゴ
の
ロ
の
ぐ
巴
○
で
日
の
邑
壷
○
｛
弓
吋
画
島
陣
○
国
巴

少
函
凰
ｏ
昌
冒
３
一
勺
目
ｇ
』
８
旨
乏
閉
蔚
昌
罠
日
○
園
昌
甸
風
呂
日
、
口
々

』
．
回
ご
旦
三
と
．
崩
○
葛
匿
コ
ロ
（
の
Ｑ
の
．
）
弓
ゴ
の
固
く
○
冒
唾
○
口
且
の
Ｏ
Ｂ
巴

》

の
］
の
毎
日
の
．
勺
詳
扇
ケ
巨
『
宛
言
ご
口
冒
．
Ｏ
｛
勺
営
冨
す
こ
同
ぬ
ぎ
も
恩
朋
．

国
旨
穴
印
》
ロ
・
』
君
舎
Ｂ
ゆ
く
の
『
菌
一
四
日
す
の
Ｑ
こ
す
巨
電
］
魚
巨
。
凰
宕
諒
冨
日
マ

ロ
四
○
日
日
の
｝
穿
雪
ｌ
ご
・

画
旨
云
印
ロ
．
』
君
尊
５
画
○
○
員
乞
の
。
醜
呉
５
．
９
９
『
］
日
Ｏ
己
巴
の
９
５
Ｎ
苛
め

引
用
文
献

の
で
あ
る
。

（
２
）
東
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ェ
概
念
の
定
義
、
そ
の
他
の
事
例

に
つ
い
て
は
拙
稿
［
遠
藤
］
謁
臼
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
３
）
女
性
は
ベ
テ
ル
（
キ
ン
マ
）
と
、
男
性
は
ア
ル
カ
（
ビ
ン

ロ
ゥ
ジ
ご
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
［
震
○
房
ご
窒
逸
巴
。
こ
の

意
味
で
、
ビ
ン
ロ
ウ
ジ
ュ
の
実
を
キ
ン
マ
の
葉
で
く
る
ん
で
か
む
と

い
う
、
テ
ー
ト
ゥ
ム
に
限
ら
ず
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
広
範
に
観
察
さ
れ

る
行
為
は
象
徴
的
で
あ
る
。
ベ
テ
ル
と
ア
ル
カ
は
儀
礼
の
際
に
も
重

要
で
あ
る
。

（
４
）
７
は
テ
ー
ト
ゥ
ム
に
と
っ
て
聖
数
で
あ
る
。
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鍵
谷
明
子
・
一
九
八
二
。

文
化
人
類
学
』
弘
文
堂
。

く
巴
の
国
．
罰
．
。
］
君
弓
Ｆ
四
己
○
の
弓
５
ｐ
ｍ
Ｏ
ｇ
巴
の
Ｑ
の
匿
苛
日
日
の
Ｑ
四
．
め

●
●

Ｐ
３
己
具
自
営
ご

清
水
昭
俊
・
一
九

十
一
巻
、
弘
文
堂

三
ｍ
望
ず
巨
曼
‐
巴
①
言
の
．
ロ
．
（
ａ
．
）

陣
の
②
．
弓
壷
の
○
か
、
口
Ｑ
ｍ
○
吋
○
吋
○

・
ｍ
興
国
回
同
く
い
ａ
口
己
ぐ
．
勺
司
の
ｍ
の
．

ｚ
○
吋
Ｑ
面
○
岸
．
の
．
》
ら
。
”
弓
画
の
勺
巳
騨
月
色
』
ぬ
く
里
の
日
○
｛
吾
の

Ｐ
３
己
具
園
日
○
吋
．
弓
言
西
四
函
巨
の
卵
三
ｍ
ｇ
旨
巨
の
二
号
○
雷
．

清
水
昭
俊
・
一
九
八
五
。
「
出
自
論
の
前
線
」
、
『
社
会
人
類
学
年
報
』
第

弓
曾
巨
Ｈ
Ｐ
巴
》
函
○
国
貝
国
の
］
、
恥
、
叩
ｌ
の
回

国
旨
穴
の
ゞ
ロ
・
・
乞
認
亜
目
の
言
ｇ
ｏ
す
○
ｍ
扇
ｍ
ｐ
Ｑ
宍
冒
卵
国
の
匡
言
○
吋
穴
冒

、
口
冒
ｇ
ｏ
目
の
の
旨
国
○
○
日
日
屋
ヨ
ミ
．
冠
巴
○
鈩
岸
ｇ
三
四
罠
后
匡
勺
巨
匡
の
亨

昌
口
、
○
○
門
巨
石
四
目
軍

函
ざ
丙
、
》
ロ
．
雪
ら
畠
“
壁
『
匡
○
目
吋
巴
シ
コ
画
ご
巴
、
旨
シ
国
吾
司
○
で
巳
○
四
嵩

○
四
ｍ
の
の
目
ｇ
閉
陣
○
日
盲
Ｑ
Ｏ
ｐ
の
巴
画
四
国
Ｑ
國
司
の
国
潭
．
壁
．
戸
匡
函
匡
‐

○
ｍ
ｍ
の
の
一
巨
旦
目
の
印
守
Ｏ
Ｈ
ｐ
胃
国
（

の
画
貝
鈩
口
芸
吋
○
で
Ｏ
の
言
曾
詳
具
．

國
甘
丙
の
、
ロ
・
つ
ち
詮
“
シ
三
里
の
司
口
巴
罰
巴
蒟
旨
国
叩
弓
ゴ
の
國
○
］
の
＆

三
○
日
の
ご
旨
弓
の
目
日
三
宮
吾
画
ｐ
Ｑ
ｍ
牌
巨
巴
．
ｚ
Ｏ
司
雲
の
司
己
室
』
冒
○
肘

口
己
ぐ
の
司
巴
ご
ゞ
○
の
具
の
司
さ
門
の
○
巨
吾
の
幽
里
シ
の
旨
国
犀
匡
島
の
、
、

国
甘
丙
、
、
ロ
．
・
乞
謡
恥
○
○
且
○
目
９
５
国
欣
日
冒
旨
の
ｇ
ｇ
の
甘
口
９
５
口
目
四
の
‐

ｏ
巳
冒
の
。
壷
８
』
＄
弓
の
目
９
．
国
四
○
日
目
の
置
函
圏
ｌ
霊
．

鍵
谷
明
子
・
一
九
八
二
。
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
女
」
、
綾
部
恒
雄
編
「
女
の

》
乞
弓
恥
ロ
ー
巴
の
２
月
巴
の
Ｏ
Ｂ
の
‐

○
局
○
の
ロ
可
ｍ
畠
国
司
画
巴
］
、
○
四
口
〕
す
国
‐

盲
ｍ
ｏ
ｅ
の
訂
言
画
匹
匿
○
国
己
の
塵
の
号
の
三
○
旨
ｐ
巨
①
の
○
の
国
司
巴
の
伽
》
少
司
○
三
‐

で
の
」
］
四
叩
、
四
１
１
『
Ｐ

ぐ
巴
の
凰
々
く
．
・
こ
ぎ
恥

ｚ
Ｏ
苛
め
Ｏ
ｐ
ｇ
の
日
の
ｍ
日
ご
函
９
日
、
司
国
画
函
の

で
『
の
の
国
威
○
目
の
凹
日
○
国
函
吾
の
国
巨
凹
昌
巨
旦
の
①
『
四
日
》
旨
負
甸
○
〆
（
の
具
）

弓
宜
の
甸
旨
言
旦
医
寓
の
、
○
四
日
ご
司
昼
函
只
西
口
『
ぐ
四
吋
Ｑ
ロ
曰
く
．
甸
司
の
の
、
．

（
東
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